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●
高
本

農
村
は
、
安
全

で
安
心
な
食
の
提
供
と
同

時
に
国
土
の
保
全
、
豊
か

な
自
然
、
美
し
い
景
観
の

形
成
な
ど
様
々
な
役
を
担

っ
て
い
る
。
ま
た
都
市
と

農
村
の
共
生
を
目
指
し
た

農
村
の
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
も
望
ま
れ
て
い
る
。

集
落
で
民
家
が
火
災
に
な

っ
た
時
に
消
防
車
が
河
川

に
向
け
て
水
源
を
求
め
て

進
入
し
た
農
道
を
舗
装
す

る
要
望
が
あ
る
。
生
活
道

に
つ
い
て
は
要
網
を
作
っ

て
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、

農
道
に
お
い
て
も
一
定
の

基
準
な
ど
を
も
う
け
て
、

●
岡
田
　
①
現
在
の
町
内

の
保
育
所
・
小
学
校
の
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
数
を

確
認
し
て
い
る
の
か
。

②
町
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
ど
の
よ
う
に
調
理
し

農
道
舗
装
に
対
す
る
町
の
考
え
は

受
益
者
負
担
を
要
す
る

県
単
独
事
業
で

ＱＡ

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

幼
児
・
児
童
を
把
握
し
て
い
る
の
か

対
応
必
要
な
児
童
は
21
人
で
あ
る

ＱＡ

て
い
る
の
か
。

③
対
応
し
て
い
な
い
と
す

れ
ば
今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
か
。

■
教
育
長

①
日
本
人
の

３
人
に
１
人
が
ア
レ
ル
ギ

ー
に
悩
み
64
％
の
人
が
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
で
あ
る
。

保
育
所
の
対
応
が
必
要
な

児
童
は
21
人
。

②
町
内
保
育
所
旧
甲
山
、

世
羅
西
管
内
９
施
設
の
保

育
所
は
、
自
校
式
、
旧
世

羅
町
の
４
施
設
は
給
食
セ

ン
タ
ー
方
式
で
あ
る
。
未

満
児
の
調
理
は
大
田
保
育

所
調
理
場
に
お
い
て
対
応

し
て
い
る
。
現
在
15
種
類

以
上
の
原
因
と
な
る
食
物

の
除
去
と
、
代
替
食
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
保
護

者
か
ら
の
要
望
や
治
療
の

指
導
内
容
を
聞
き
配
慮
し

て
い
る
。

③
児
童
保
護
者
と
保
育
所

の
連
携
を
深
め
、
実
施
可

能
な
除
去
食
や
、
代
替
食

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
継

続
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

岡田武士議員

鋪装を待つ農道

おいしいなあー学校給食

高本正 議員

舗
装
を
前
向
き
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

■
町
長

農
道
舗
装
は
、

県
単
独
事
業
小
規
模
農
業

基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業

は
農
道
幅
員
・
事
業
費
な

ど
補
助
事
業
の
採
択
基
準

の
定
め
に
よ
り
、
受
益
者

負
担
（
25
％
）
が
必
要
。

採
択
条
件
に
合
っ
て
い
て

も
受
益
者
の
負
担
が
な
け

れ
ば
実
施
で
き
な
い
。
今

後
も
受
益
者
の
申
請
及
び

同
意
に
基
づ
き
事
業
採
択

に
勤
め
て
ゆ
く
。



調
査
中
（
旧
２

町
で
77
％
）

総
体
的
地
域
の

住
宅
事
情
を
把

握
す
る

方
自
治
体
が
積
極
的
に
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
強
調
し
て
い
る
。

町
長
に
こ
の
法
律
と
公

立
図
書
館
の
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た

教
育
長
に
、
こ
の
法
律
と

学
校
教
育
に
お
け
る
言
語

力
の
育
成
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

■
町
長

法
の
趣
旨
が
活

か
さ
れ
る
よ
う
に
諸
施
策
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●
奥
田
　
こ
れ
か
ら
の
経

費
も
膨
大
で
あ
る
。
見
通

し
は
。

■
町
長
　
今
後
16
年
程
度

要
す
る
。
人
件
費
は
年
に

４
千
万
円
、
を
除
い
た
補

助
金
ベ
ー
ス
で
約
４
億
７

千
万
円
、
町
負
担
約
１
億

２
千
万
円
。
相
続
事
務
も

大
変
煩
雑
で
時
間
を
要
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

●
奥
田

民
間
賃
貸
住
宅

増
加
で
、
周
辺
部
が
さ
み

し
く
な
る
。
同
居
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
。

■
町
長

家
族
構
成
の
変

化
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加

な
ど
住
宅
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
い
る
。
整
備
す
べ

き
戸
数
や
高
齢
者
入
居
に

配
慮
す
る
。

文
字
活
字
文
化
振
興
の
推
進
を

諸
施
策
に
取
り
組
む

ＱＡ

西田美喜男議員

奥田正和議員

●
奥
田

新
町
に
お
け
る
教

育
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う

①
学
校
現
場
の
意
見
な
ど
を

聞
く
機
会
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

②
適
正
規
模
の
学
校
と
は
。

③
通
学
の
危
機
管
理
は
、
デ

マ
ン
ド
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

協
議
の
進
捗
は
。

④
高
等
学
校
と
の
連
携
は
。

■
町
長

①
教
育
委
員
会
と

校
長
が
連
携
を
密
に
し
現
場

の
意
見
を
把
握
、
校
長
会
で

情
報
交
換
し
て
い
る
。
②
12

〜
18
学
級
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
大
田
小
学
校
だ
け

が
該
当
し
て
い
る
。
③
通
学

時
の
危
機
管
理
の
実
情
は
地

域
や
団
体
の
協
力
を
地
道
に

継
続
す
る
。（
教
育
長
）
通
学

も
教
育
の
一
環
で
あ
る
。
④

高
等
学
校
か
ら
町
内
３
中
学

校
へ
出
向
き
専
門
的
授
業
を

行
う
予
定
。
中
高
の
校
種
を

超
え
一
体
的
な
教
育
を
期
待

す
る
。

●
西
田

「
文
字
活
字
文

化
振
興
法
」
が
７
月
22
日

に
成
立
し
た
。

国
民
の
活
字
離
れ
や
若

者
の
読
解
力
の
低
下
が
著

し
い
こ
と
に
、
同
法
成
立

の
背
景
が

あ
り
、
文

字
活
字
は

人
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

図
り
、
相

互
理
解
を

深
め
る
上

で
欠
か
せ

な
い
こ
と

で
あ
る
と

考

え

る

と
、
法
律

は
国
や
地

住
み
良
い
世
羅

の
た
め
に

ＱＡ

地
積
調
査
の
進

捗
は

ＱＡ

学校の説明責任を果たし、
信頼される学校づくりを

我が町の教育環境整備はＱ

Ａ

知恵の宝庫 図書館

の
取
り
組
み
を
し
て
ゆ

く
。３

地
区
の
図
書
館
を
よ

り
充
実
し
た
図
書
館
奉
仕

を
提
供
し
、
資
料
の
充
実

情
報
化
の
推
進
と
環
境
の

整
備
を
図
る
。

■
教
育
長
　
時
宜
を
得
た

も
の
で
あ
り
、
全
て
の
国

民
が
豊
か
な
文
字
活
字
文

化
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
受
け

と
め
て
い
る
。

言
語
力
の
育
成
が
図
れ

る
効
果
的
な
手
法
の
普
及

や
教
育
方
法
の
改
善
、
教

職
員
の
養
成
と
研
修
、
環

境
の
整
備
充
実
を
図
る
た

め
、
司
書
教
諭
な
ど
人
的

整
備
、
学
校
図
書
館
の
資

料
の
充
実
に
努
め
る
。
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■
町
長
　
人
員
基
準
は
32

人
で
北
部
分
署
は
28
人
体

制
で
三
原
市
に
依
託
し
て

い
る
。
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
自

主
防
災
組
織
の
育
成
と
啓

発
を
進
め
る
。

●
矢
山

少
子
化
対
策
が

求
め
ら
れ
る
中
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
れ
る
よ
う

に
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
の
復
活
を
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
改
悪

で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
負
担

増
と
な
る
が
、
寝
た
き
り

の
方
と
介
護
を
さ
れ
て
い

る
方
へ
の
援
助
の
考
え
は
。

■
町
長
　
県
の
制
度
で
実

施
し
て
お
り
実
現
は
困
難
。

個
人
給
付
は
避
け
て
持
続

性
を
確
保
し
維
持
す
る
。

●
豊
田
　
町
職
員
研
修
が

新
し
く
始
め
ら
れ
た
。
研

修
の
成
果
、
効
果
は
ど
の

よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か

ま
た
、
今
後
も
続
け
る
の

か
そ
の
費
用
対
効
果
は
。

■
町
長
　
４
月
に
は
ハ
ロ

ー
ズ
３
店
舗
に
３
人
。
６

月
両
備
信
用
組
合
に
２
人

派
遣
し
た
。
８
月
末
で
延

べ
17
人
。
商
工
会
研
修
33

人
、
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

に
22
人
。
民
間
の
経
営
感

覚
、
コ
ス
ト
、
接
遇
の
実

体
験
を
さ
せ
た
。

常
備
消
防
と
防
災
の
町
づ
く
り
は

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
支
援

ＱＡ

矢山　武議員

乳
幼
児
医
療
費
の
無

料
化
と
介
護
手
当
の

実
現
を

持
続
性
を
確
保

し
維
持
す
る

ＱＡ

職
員
研
修
の
成
果
は

効
果
出
る
と
期
待

ＱＡ

豊田　勲議員

低
米
価
の
中
で
の

対
応
と
イ
ノ
シ
シ

対
策
は

低
米
価
の
一
部
補
項
す

る
制
度
と
区
分
出
荷
で

対
応

ＱＡ●
矢
山

豊
作
に
な
る
と

区
分
出
荷
が
必
要
と
な
り
、

減
反
が
次
年
度
拡
大
さ
れ

る
。
生
産
費
を
大
幅
に
下

回
る
米
価
の
中
で
、
町
の

対
策
は
。
ま
た
、
イ
ノ
シ

シ
被
害
が
拡
大
す
る
中
で

効
果
的
な
対
策
と
駆
除
方

法
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

■
町
長
　
区
分
出
荷
は
30

kg
３
千
円
で
、
10
月
15
日

の
作
況
に
よ
り
10
月
末
に

決
定
さ
れ
る
。
イ
ノ
シ
シ

対
策
は
広
域
に
よ
る
捕
獲

を
行
い
47
回
の
出
動
を
い

●
豊
田
　
生
活
保
護
基
準

ス
レ
ス
レ
で
暮
ら
し
て
い

る
人
が
い
る
。
国
保
税
に

は
減
免
制
度
が
あ
る
が
、

お
医
者
代
の
窓
口
負
担
に

は
支
援
が
な
い
。
お
医
者

代
が
窓
口
で
払
え
な
い
人

に
温
か
い
制
度
を
。

■
町
長
　
県
内
で
は
広
島

市
に
そ
の
制
度
が
あ
る
。

国
保
制
度
で
は
、
自
己
負

担
分
の
補
填
は
定
め
ら
れ

て
い
な
い
。
世
羅
町
の
財

政
状
況
で
は
、
不
可
能
と

考
え
る
。

小
規
模
工
事

登
録
制
度
を

30
万
円
ま
で

課
長
決
済

ＱＡ

●
豊
田
　
町
内
に
は
入
札

に
参
加
で
き
な
い
小
規
模
建

築
業
者
が
あ
る
。
不
況
で
少

し
で
も
町
の
工
事
が
受
注
で

き
る
制
度
を
め
ざ
せ
。

■
町
長

世
羅
町
で
は
、
軽

微
な
（
30
万
円
未
満
）
工
事
。

修
繕
は
課
長
決
裁
で
お
こ
な

っ
て
い
る
。
質
問
の
制
度
は

今
後
、
研
究
・
検
討
し
た
い
。

●
矢
山
　
大
雨
、
地
震
に

対
応
す
る
訓
練
の
充
実
と

防
災
計
画
の
具
体
化
が
必

要
と
考
え
る
。
９
月
１
日

の
防
災
の
日
に
あ
た
っ
て

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
の

取
り
組
み
と
常
備
消
防
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
が
。

お
医
者
代

困
る
人
に

援
助
を

広
島
市
に
は

制
度
が
あ
る

ＱＡ

檻に入っているイノシシ

た
だ
き
対
応
し
て
い
る
。




